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小学校　理科　星の観察　星座カメラi-CAN

１．研究種目名　　　

  星座カメラi-CANを活用した,日本中の小学校で星の学習ができる教材の開発

16K01030  基盤研究(C)（一般）

 星座カメラi-CANを日本中どこの学校でも一斉に使えるようなシステムを構築し、日本中の小学校の理科の授業で星の学習を行う時期には、全ての理科教科書が
扱っている星座にカメラを向けて、小学校の理科授業中に星座カメラを観察できるような体制をつくった。 
 各地の星座カメラの維持と運用、インターネット経由でアクセスするサーバの管理を行い、このリソースが教育現場から常に使えるよう整備した。重要なイベ
ント（多くの学校による同時観察など）においては、リアルタイムで状態をモニターし、支障なく授業が行えるよう万全の支援を行った。 
 熊本県、島根県、神奈川県、東京都、北海道で実践授業を行い、星座カメラi-CANを用いて小学校で複数回、研究授業を行うことができた。また、複数の小学校
を、同時間で３会場を繋いでの星空授業を企画・運営することができた。これらの取組は今後の天文分野の授業実践、教材開発にとって有意義な情報を提供する
ものとなった。 
　星座カメラi-CANを使った後に、子供たちが星を観察してきた記録とi-CANを使わずに観察してきた場合の記録の精度を見ることで、i-CANを活用する効果を評
価することができた。 
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